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羽生市立村君小学校

新しい年を迎えて

校長 今成 健

新しい年を迎え、謹んで年頭の御挨拶を申し上げます。
旧年中は保護者の皆様、地域の皆様よりひとかたならぬ御厚誼を賜り、心より厚く御礼申

し上げます。
１７日間の冬休みが終わり、本日より３学期が始まりました。児童の元気な声と明るい笑顔

で村君小学校は活気に溢れています。冬休みの思い出を話す児童、こんなことを頑張ったと
発表する児童…。たくさんの話を聞くたびに児童一人一人の成長を感じます。
さて、３学期の授業日数は１年生から５年生が５３日、６年生は５１日です。他の学期より短

い日数ですが、児童にとっては１年間のまとめをしたり、次の学年への準備をしたりする大切
な学期です。また、６年生にとっては、小学校生活最後のまとめをする学期です。すべての児
童が、毎日の学習や学校生活を目標達成に向けて努力し、達成感のある３学期にしてほしい
と願っています。
本日行った始業式の校長講話で、今年の十二支である「辰（竜）」に関わる話をしました。

「辰（竜）」は天高く登っていく様子から、辰年は「運気が上がる年」と考えられているそうで
す。この辰年にならい、児童には

のことわざにあるように、目標に向かって自分の力を十分に発揮して欲しいと思います。（初
めの勢いがあってもその後の勢いがなくなってしまう「竜頭蛇尾」にならないようにして欲し
いです。）そして、

の四字熟語にあるように、学び残し
がないように１年間のまとめをしっ
かりと行って欲しいと思います。

教職員一同、３学期も「辰（竜）」
のように力強く、そしてあたたかく
児童の教育に邁進してまいります。
保護者の皆様、地域の皆様におか
れましては、３学期も引き続きあた
たかな御理解と御支援をしていた
だけますようお願い申し上げます。

【始業式での児童の様子→】

１月行事予定
１ 月 元日 冬季休業日
２ 火
３ 水
４ 木
５ 金
６ 土
７ 日
８ 月 成人の日
９ 火 登校指導

３学期始業式
11:10下校

１０ 水 登校指導 身体測定
ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校（午
前） 11:10下校

１１ 木 登校指導 給食開始

ＰＴＡ本部会 19:00

１２ 金 おはよう運動
校内書きぞめ会

１３ 土
１４ 日
１５ 月 英語集会
１６ 火 人権教育研究集会

全学年５時間
14:15下校

１７ 水 委員会
１８ 木 第２回学校保健員会
１９ 金 おはよう運動
２０ 土 村君公民館文化祭

埼玉県小・中学校児
童生徒美術展北埼玉
地区展

２１ 日
２２ 月 お話会（1～3年）

読書ﾀｲﾑ（4～6年）
２３ 火 再編成交流２年
２４ 水 クラブ

２５ 木
２６ 金 おはよう運動

再編成交流３年

東中入学説明会

６年生 給食後下校

２７ 土
２８ 日
２９ 月 読書ﾀｲﾑ（1～3年）

読み聞かせ（4～6年）

３０ 火
３１ 水 再編成交流１年

校内持久走大会 1１月３０日校内持久走大会 1１月３０日
２，３時間目に学校北側の利根川土手で

持久走大会を行いました。走る距離は、１，２
年生が６００ｍ、３，４年生が８００ｍ、５，６年
生が１０００ｍです。どの児童も自分のめあ
てを達成するために一生懸命に走りまし
た。また、多くの保護者の皆様、地域の皆
様にも応援をいただきました。ありがとうご
ざいました。

思いやりを育てる人権教育 12月５日思いやりを育てる人権教育 12月５日
人権擁護委員の方々をお招きし、５，６年生に人権教室を行

っていただきました。「インターネットによる人権侵害」をテーマ
に、SNSトラブルを未然に防ぐための心構えなどについて教え
ていただきました。

書きぞめ指導 １１月９日・１2月１２日書きぞめ指導 １１月９日・１2月１２日
地域の習字の先生に御来校いただき、書初め指導をしてい

ただきました。児童は、とめ、はね、はらいに気を付けて一生懸
命練習に励んでいました。

大そうじ 12月2０日大そうじ 12月2０日
１２月２０日（水）に大掃除を行いました。教室の机や道具を

廊下に出して、すみずみまで掃除しました。子どもたちは、細か
いところに気がつき、時間いっぱい一生懸命に動いてきれいに
していました。学校がきれいになり、新しい年を迎えることがで
きました。

☆御協力ありがとうございました！
学期末に実施した「個人面談」また「学校アンケート」では、

お忙しい中、保護者の皆様に御協力いただき、大変ありがとう
ございました。率直な御意見や御感想をたくさんいただくこと
ができました。よい点はさらに伸ばし、課題については再確認
し、学校・家庭・地域が一体となって解決していけるよう取り組
んでまいります。

インフォメーション

「竜の雲を得る如し」

「画竜点睛」


